








補体 Terminal Complement Complex(TCC)に特異的なモノクロナル抗体と抗 C7 抗体を組み

合わせた ELISA を用いて,各種腎疾患における血中および尿中 TCC レベルを測定した。血中

TCC では SLE,MPGN で増加傾向を認めたが,IgA 腎炎,FGS,MCNS などでは正常範囲であった。

尿中TCCでは蛋白尿の高度例で検出され,特にFGSの全例で排泄増加がみられたが,MCNSで

は一例も検出されなかった。以上より腎疾患の一部では補体終末因子活性化の存在が示唆

された。 


